
特別広告企画

トップが語る企業戦略
2019年1月12日発売号

プレジデント社

経営トップやリーダー層が主な読者の「PRESIDENT」。
企業の事業戦略や将来ビジョンは

読者の関心が高く、反響も大きいコンテンツです。
貴社の経営トップからのメッセージを

社内外のステークホルダーに発信する場として
特別広告企画「トップが語る企業戦略」をご活用ください。

PRESIDENTは
印刷版販売部数
ビジネス誌No.1

日本ABC 協会
（2017 年下期）

広告申込み締め切り　2018年11月30日（金）

新年
第 1号 に掲載します

（2019 年1月12日発売）



読者の役職 広告認知後の心境変化

激動の時代、どのように経営の舵を取るのか——
経営トップが自社の実績、優位性、戦略などを
ステークホルダーに向けて発信できる企画です

業種を問わず、ビジネスを取り巻く環境が大きく変化する今、企業には固有の戦略が求められています。
市場やステークホルダーも、横並び意識を脱した独自の強みやアイデアを持つ企業を評価します。
 
毎号、多彩な経営者が登場する「PRESIDENT」は、トップがメッセージを発信するのに適したメディア。
特別広告企画「トップが語る企業戦略」を貴社のプレゼンスやブランドイメージの向上にご活用ください。

トップからトップへの情報発信が可能！
メディアへの信頼度も高く、広告媒体として支持されています
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（株）インテージ調査。「ビジネス誌 4 誌比較（PRESIDENT・日経ビジネス・週刊東洋経済・週刊ダイヤモンド）」による
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「信頼度が高まった」

　 　 企 画 主 旨 　 　 展 開 概 要 　 │ 　 広 告 料 金・締 め 切 り 　 │ 　 弊 社 公 式 サ イトと の 連 携・お 問 い 合 わ せ 　 │

�・好業績の内容が理解できた。今後の株式投資の参考にしたい。
・どのように戦略を練っているのか非常に興味がわく。思考のベクトル
　が参考になった。
・変化を恐れず挑戦する素晴らしさが伝わった。考え方の参考になった。
�・タイトルが惹かれる内容で興味深く読んだ。
�・製品の広告しか見たことないので意外性がありつい読んでしまった。
�・内容が伴っている記事広告は興味深く読ませてもらっている。

▼ これまでの「トップが語る企業戦略」への読者の反応

※読者アンケートより



「トップが語る企業戦略」は、導入の「編集ページ」と各社の「タイアップページ」で構成します。

タイアップページを抜き刷りにしてリー
フレットとして提供することが可能で
す。また、タイアップページの内容を弊
社公式サイト「PRESIDENT Online」に
完全転載することもできます。詳しくは、
弊社営業担当にご確認ください。

・ 経営計画・中期計画……策定した計画のポイントや進捗など
・ 事業の実績……これまでの業績における注目点
・ 独自の優位性……他社にない強みはどこにあるのか

・ 市場・顧客からの声……評価されているのはどのような点か
・ 人材育成……事業を支える人材育成の取り組みや特徴
・ 理念や信条……トップとして大切にしていること、舵取りの指針

企業の成長戦略の読み解き方やこれからの時代
に求められるリーダー像など。PRESIDENT読者
が興味を持つテーマを特集の導入で展開。特集へ
の注目度を高め、各社のタイアップページにつな
ぎます。

経営トップへのインタビューを行い、生の声を編集
して誌面に掲載します。顔写真はもちろん、内容を
補完する写真や図版も掲載し、わかりやすく、訴求
力のある誌面を制作します。

誌面の内容に合わせ、写真撮影や図版作成も行います。

▼ インタビュー内容は、例えば次のようなもの――
（インタビュー内容は、事前に貴社ご担当者と相談の上、決定いたします）

ワクワク、ドキドキする将来像を共有して
いる組織には一体感が生まれる

今、リーダーが
　なすべきこと
言うべきこと

000 000000 000

─
─
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
変
化
が
激
し
い
現

在
、
産
業
分
野
を
問
わ
ず
、
経
営
の
舵
を
取

る
ト
ッ
プ
の
役
割
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
ま
す
。

小
杉
　
確
か
に
、
そ
う
で
す
ね
。
た
だ
し
、

こ
こ
で
焦
点
を
あ
て
る
べ
き
は
、
主
に〝
リ

ー
ダ
ー
の
機
能
〞
で
あ
っ
て
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
そ
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
両
者
の

違
い
を
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
は
組
織
上
の
役
割
の
こ

と
で
、
簡
単
に
言
え
ば
社
長
、
部
長
、
課
長

と
い
っ
た
役
職
を
意
味
し
ま
す
。
一
方
の
リ

ー
ダ
ー
は
、
あ
く
ま
で
個
人
の
名
前
で
機
能

す
る
も
の
。
そ
の
た
め
、
ど
ん
な
に
地
位
が

分
権
型
リ
ー
ダ
ー
が
現
れ
、
１
９
７
０
年
代

以
降
に
は
価
値
観
の
共
有
な
ど
に
よ
っ
て
組

織
に
一
体
感
を
醸
成
す
る
調
整
者
と
し
て
の

リ
ー
ダ
ー
が
登
場
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
1.1
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
1.5
。
次
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
2.0
は
変

革
者
。
１
９
９
０
年
代
以
降
、
Ｇ
Ｅ
の
ジ
ャ

ッ
ク
・
ウ
ェ
ル
チ
の
よ
う
な
カ
リ
ス
マ
性
を

持
ち
、
変
革
に
よ
り
組
織
を
再
生
し
て
い
く

リ
ー
ダ
ー
が
注
目
さ
れ
始
め
ま
す
。

─
─
そ
し
て
現
在
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
3.0

の
時
代
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

小
杉
　
支
援
者
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

組
織
全
体
で
ビ
ジ
ョ
ン
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
共

有
し
な
が
ら
、
個
人
個
人
と
オ
ー
プ
ン
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

主
体
性
や
自
律
心
を
引
き
出
す
こ
と
で
、
組

織
を
後
押
し
し
て
い
く
形
で
す
。
変
化
が
激

し
く
、
過
去
の
成
功
体
験
が
む
し
ろ
邪
魔
に

な
る
今
の
時
代
、
経
営
者
だ
け
で
物
事
を
判

断
し
て
い
く
の
は
難
し
い
し
、
危
険
で
す
。

社
内
、
さ
ら
に
は
社
外
と
も
連
携
の
度
合
い

を
高
め
て
、
環
境
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
、
組
織
を
構
成
す
る
全
員
が
自
律

的
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
4.0
の
時
代
が
や
っ
て
く
る
と
私
は

考
え
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
進
展

高
く
て
も
周
囲
が
そ
の
人
を
信
頼
し
て
い
な

け
れ
ば
機
能
し
ま
せ
ん
。
逆
に
言
え
ば
、
役

職
や
肩
書
に
関
係
な
く
、
誰
も
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で

す
。

─
─
な
ぜ
今
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
は
な
く
、

リ
ー
ダ
ー
の
機
能
が
大
事
に
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

小
杉
　
か
つ
て
、
あ
る
程
度
先
を
見
通
せ
る

時
代
で
あ
れ
ば
、
既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
回
し
て
い
く
こ
と
で
、
事
業
を
推
進
し
、

収
益
を
上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
し
た
。
そ
れ

が
ま
さ
に
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
目
。
ド
ラ
ッ

カ
ー
の
言
葉
を
借
り
れ
ば「doing the 

things right

」、
つ
ま
り
物
事
を
正
し
く

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
し
か

し
今
の
時
代
は
、
数
年
先
を
読
む
の
も
難
し

い
。
そ
う
し
た
中
で
は
、「doing the right 

things

」、
正
し
い
こ
と
が
何
か
を
見
極
め
、

そ
れ
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
が
、
リ
ー
ダ
ー
に
期
待
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

─
─
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、

小
杉
先
生
は
こ
れ
ま
で
の
変
遷
を
整
理
さ
れ

て
い
ま
す
。

小
杉
　
ご
く
簡
単
に
説
明
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ

る
専
制
君
主
型
の
権
力
者
、
こ
れ
を
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
1.0
と
定
義
し
ま
す
。
権
力
者
が
ヒ

エ
ラ
ル
キ
ー
の
頂
点
に
立
ち
、
中
央
集
権
的

に
組
織
を
統
括
す
る
。
20
世
紀
初
頭
の
主
要

な
リ
ー
ダ
ー
の
形
で
す
。
そ
の
後
、
１
９
３

０
年
頃
か
ら
は
各
事
業
部
に
責
任
者
を
置
く

が
叫
ば
れ
る
中
、「
言
わ
れ
た
こ
と
だ
け
を

や
る
人
間
」
と
い
う
の
は
や
は
り
だ
ん
だ
ん

と
必
要
な
く
な
っ
て
い
く
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。

─
─
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
を
含
め
た

生
産
性
の
向
上
は
多
く
の
企
業
に
と
っ
て
、

ま
さ
に
重
要
な
経
営
課
題
で
す
ね
。

小
杉
　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
就

業
者
一
人
当
た
り
の
日
本
の
労
働
生
産
性
は

加
盟
35
カ
国
中
22
位
※
。
そ
の
向
上
を
目
指

す
に
あ
た
っ
て
は
、
二
つ
の
視
点
が
大
事
に

な
り
ま
す
。
一
つ
は
、
い
か
に
少
な
い
労
働

時
間
、
つ
ま
り
イ
ン
プ
ッ
ト
で
現
在
と
同
じ

だ
け
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
確
保
す
る
か
。
こ

れ
は
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
、労
働
の〝
効

率
〞
の
問
題
で
す
。

　
他
方
で
も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
い
か
に

単
位
時
間
当
た
り
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
極
大

化
す
る
か
と
い
う
視
点
。
言
っ
て
み
れ
ば
、

労
働
の〝
効
果
〞
の
問
題
で
す
。
効
率
と
同

時
に
、
既
存
の
手
法
や
枠
組
み
自
体
を
変
え

て
、
効
果
を
高
め
て
い
く
│
│
。
そ
れ
こ
そ

が
リ
ー
ダ
ー
、
そ
し
て
私
た
ち
人
間
が
行
う

べ
き
大
事
な
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

─
─
最
後
に
、
現
在
、
ま
た
今
後
の
リ
ー
ダ

ー
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
杉
　
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
企
業
に
と
っ
て
、

ビ
ジ
ョ
ン
や
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略

は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
は
ず
で
す
。
な
ぜ

な
ら
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、
組
織
の
存
在
意
義
に

ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
リ
ー
ダ
ー
に
は
、

そ
れ
を
折
に
触
れ
、
根
気
よ
く
発
信
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
組
織

の
構
成
員
は
一
つ
一
つ
の
業
務
や
取
り
組
み

が
何
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド

キ
す
る
将
来
像
を
共
有
し
て
い
る
組
織
に
は

自
然
と
一
体
感
も
生
ま
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
時
に
、
経
営
ト
ッ
プ
は
自
ら
の
弱

さ
を
あ
え
て
見
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。
お
話
し
し
た
と
お
り
、
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

周
囲
の
信
頼
が
前
提
に
な
り
ま
す
。
人
は
、

強
さ
も
弱
さ
も
持
ち
合
わ
せ
た
人
間
的
な
リ

ー
ダ
ー
に
信
頼
を
覚
え
る
も
の
で
す
。

　
今
の
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
て
い

る〝
支
援
者
〞
と
し
て
の
要
素
は
、
実
は
日

本
人
と
の
親
和
性
が
非
常
に
高
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
自
ら
の
主
張
を
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
周
囲
へ
の
配
慮
を
欠
か
さ
ず
、
相
手
の

話
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
を
美
徳
と
考

え
る
の
は
私
た
ち
が
持
つ
一
つ
の
特
質
。
ぜ

ひ
、
そ
う
し
た
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、
こ

の
厳
し
い
時
代
に
明
る
い
未
来
を
切
り
開
い

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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合同会社THS経営組織研究所 代表社員
慶應義塾大学大学院理工学研究科 特任教授
立命館大学大学院
テクノロジー・マネジメント研究科 客員教授

小杉俊哉（こすぎ・としや）

早稲田大学法学部を卒業
し、日本電気㈱に入社。マ
サチューセッツ工科大学ス
ローン経営大学院修士課
程修了。マッキンゼー・アン
ド・カンパニー・インク、ユニ
デン㈱人事総務部長、アッ
プルコンピューター㈱人事
総務本部長を経て、1998
年に独立。

マネジャー リーダー
処理する 革新する

維持する 開発する

システムと組織構造に注目 人に注目

統制に依存する 信頼を築く

短期的視点 長期的展望

いつ、どのように なぜ、何を

何かのコピー 自分のオリジナル

現状に甘んじる 現状に挑戦する

古典的な良き兵士 自分自身という個人

※2015年のデータ

小杉俊哉著『リーダー
シップ3.0』より（ウォレ
ン・ベニスおよびジョ
ン・コッターによる定義
をまとめたもの）。

海が荒れるほどに船長の判断が重要になるように、今、経営
者の役割はますます大きくなっている。これからの時代に求め
られる企業経営、そしてリーダーの形とは─。人事・組織開
発やリーダーシップ論を専門とする小杉俊哉氏に聞いた。

マネジャーと
リーダーの
違いとは

支
援
者
と
し
て
の
資
質
が

求
め
ら
れ
る
時
代
に

リ
ー
ダ
ー
と
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は

役
割
、機
能
が
大
き
く
違
う
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“伸びている
会社”は

やっている！

〝
種
を
ま
き
続
け
る
〞こ
と
で

「N
o.1 &

 O
nly O

ne

」を
追
求

●お問い合わせ先／株式会社ジェイテクト　URL http://www.jtekt.co.jp101 100

２
０
０
６
年
に
光
洋
精
工
と
豊
田
工
機
が
合

併
し
て
発
足
し
た
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
は
、
自
動

車
部
品
、
軸
受
、
工
作
機
械
の
メ
ガ
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
だ
。
世
界
で
初
め
て
電
動
パ
ワ
ー
ス

テ
ア
リ
ン
グ
の
開
発
・
量
産
に
成
功
す
る
な

ど
、
業
界
の
先
頭
を
走
り
続
け
、
前
期
の
売

上
高
は
１
兆
３
０
０
０
億
円
を
超
え
る
。
経

営
方
針
や
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
、
同

社
を
率
い
る
安
形
哲
夫
社
長
に
聞
い
た
。

─
─
グ
ル
ー
プ
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
事
業

活
動
の
土
台
に
据
え
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
、

意
味
合
い
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

安
形
　「N

o.1 &
 O
nly O

ne

」
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
に
は
、
お
客
様
の
期
待
を
超
え
る
価

値
づ
く
り
、
世
界
を
感
動
さ
せ
る
モ
ノ
づ
く

り
、
自
ら
が
考
動
す
る
人
づ
く
り
を
通
じ
て
、

ま
さ
に
ほ
か
に
な
い
独
自
の
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
込

め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
現
在
、
当
社
の
ス
テ

ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
ク
ル

マ
は
、
世
界
中
の
お
よ
そ
４
台
に
１
台
で
ト

ッ
プ
シ
ェ
ア
。
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現
化
を
示
す

一
端
で
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
本
来
、
目
指
す

べ
き
理
想
像
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
あ

ら
ゆ
る
行
動
の
指
針
。
全
社
で
共
有
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
、
徹
底
し
て
い
ま
す
。

─
─
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
現
化
す
る
た
め
の
中

期
経
営
計
画
に
特
徴
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

益
率
と
Ｒ
Ｏ
Ａ（
総
資
産
利
益
率
）
を
重
視
し
て

い
ま
す
。
利
益
率
と
い
う
の
は
、会
社
の〝
稼

ぐ
力
〞
そ
の
も
の
。
そ
こ
で
、
営
業
利
益
率

の
算
出
で
は
、
堅
め
に
１
ド
ル
＝
95
円
、
１

ユ
ー
ロ
＝
１
１
０
円
と
い
う
経
営
レ
ー
ト
を

設
定
し
、
為
替
の
変
動
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
実

態
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
損
益
計
算
書
だ
け
で
な
く
、
貸
借

対
照
表
も
重
要
視
し
て
い
ま
す
。
い
く
ら
稼

い
だ
か
、
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
負
債
の
状

況
や
棚
卸
資
産
の
回
転
率
を
見
る
こ
と
が
、

財
務
体
質
、
ひ
い
て
は
会
社
の
体
質
を
計
る

う
え
で
は
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
─
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し
て
、
人
材
育

成
で
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

安
形
　
当
社
は
約
４
万
４
０
０
０
名
の
従
業

員
の
う
ち
約
２
万
７
０
０
０
名
が
外
国
人
と

い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
で
す
。
そ
の

た
め
国
籍
に
関
係
な
く
優
秀
な
人
材
が
活
躍

で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
必
須
。
国
内
外

の
主
要
ポ
ス
ト
の
職
務
・
職
責
の
大
き
さ
を

格
付
け
し
た
う
え
で
、
各
ポ
ス
ト
の
後
継
者

の
発
掘
・
育
成
・
適
正
配
置
に
つ
い
て
議
論

す
る
組
織
を
各
地
域
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
働
き
方
の
高
度
化
に
も
取
り
組

み
、
工
場
で
は
現
場
の
知
恵
を
生
か
し
な
が

ら
製
造
ラ
イ
ン
の
自
動
化
・
無
人
化
を
進
め
、

技
能
員
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
め
て
い
ま
す
。

特
に
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
、
モ
ノ
を
作
り

出
す
工
程
に
か
か
わ
る
生
産
技
術
の
質
が
生

命
線
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
け
、
能
力
の
養

成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
ま
た
間
接
部
門
に
お
い
て
は
、
業
務
の
標

準
化
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｔ
の
活

用
範
囲
を
広
げ
る
一
方
、
一
人
の
ス
タ
ッ
フ

が
複
数
の
業
務
を
こ
な
せ
る
よ
う
に
す
る

「
多
能
工
化
」
を
念
頭
に
業
務
改
革
を
進
め

て
い
ま
す
。

─
─
自
動
運
転
の
時
代
に
向
け
、
ス
テ
ア

リ
ン
グ
事
業
の
戦
略
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

安
形
　
ス
テ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
三
つ

の
機
能
を
強
化
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
一
つ
目
は
、
い
わ
ば
反
射
神
経
の
機
能

で
す
。
電
動
パ
ワ
ー
ス
テ
ア
リ
ン
グ
は
、
搭

載
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
車
速
な
ど
の
情
報

を
も
と
に
ア
シ
ス
ト
力
を
計
算
し
モ
ー
タ
ー

に
指
示
を
出
す
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
御
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
、
熱
い
モ
ノ
に

手
が
触
れ
た
瞬
間
、
引
っ
込
め
る
反
射
神
経

の
よ
う
に
機
能
す
る
こ
と
で
、
快
適
か
つ
安

全
な
運
転
が
可
能
に
な
る
の
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
よ
り
高
度
な
安
定
性
を
も
た

ら
す
二
重
化
、
す
な
わ
ち
冗
長
設
計
で
す
。

操
舵
を
ア
シ
ス
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
が
決
し
て

停
止
し
な
い
よ
う
、
モ
ー
タ
ー
や
電
源
な
ど

を
二
重
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
三
つ
目
は
、
従
来
の
よ
う
に
機
械

的
に
操
作
す
る
の
で
な
く
、
電
気
信
号
で
制

御
す
る「
ス
テ
ア
・
バ
イ
・
ワ
イ
ヤ
」
と
い

う
技
術
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
シ
ャ
フ
ト
は
不

要
に
な
り
、
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
内
の
レ
イ
ア

ウ
ト
の
自
由
度
も
向
上
し
ま
す
。

─
─
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

安
形
　
当
社
自
身
が「
人
と
設
備
が
協
調
し
、

人
の
知
恵
が
働
く
、
人
が
主
役
の
ス
マ
ー
ト

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
を
体
現
し
、
お
客
様
の
工

場
に
も
提
案
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
モ
ノ

だ
け
で
な
く
人
も
つ
な
げ
る
と
い
う
意
味
か

ら
Ｉ
ｏ
Ｔ（Internet of T

hings

）
で
は
な
く
、

Ｉ
ｏ
Ｅ（Internet of Everything

）
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
当
社
は
、
メ
ー
カ
ー
を
問
わ
ず

さ
ま
ざ
ま
な
製
造
機
器
を
接
続
で
き
る
独
自

の
制
御
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
有
し
て
い
ま
す
か

ら
、
そ
れ
ら
を
生
か
し
な
が
ら
生
産
ラ
イ
ン

の
状
態
の
見
え
る
化
や
予
兆
に
基
づ
く
改
善

を
実
現
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
発
展
さ

せ
た
い
考
え
で
す
。

─
─
将
来
に
わ
た
る
安
定
成
長
を
、
ど
う
確

保
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

安
形
　
私
は
着
任
か
ら
４
年
間
、
ひ
た
す
ら

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ（
企
業
基
盤
）
の
整
備

に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
い
う
な
れ
ば
、

種
ま
く
人
。
相
応
の
固
定
費
は
か
か
り
ま
す

が
、
こ
の
作
業
な
く
し
て
成
長
は
果
た
せ
ま

せ
ん
。
種
は
や
が
て
花
を
つ
け
、
実
を
結
び

ま
す
。
そ
れ
を
収
穫
す
る
の
は
次
の
世
代
の

人
た
ち
で
い
い
の
で
す
。
未
来
の
た
め
に
フ

ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
を
常
に
意
識
し
、
投
資

を
惜
し
ま
な
い
風
土
を
醸
成
す
る
こ
と
こ
そ
、

成
長
の
鍵
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

安
形
　
５
年
先
を
見
据
え
た
中
期
経
営
計
画

を
立
て
て
い
ま
す
が
、
ポ
イ
ン
ト
は
そ
れ
を

毎
年
見
直
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
多

く
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
数
年
単
位
で
モ
デ

ル
チ
ェ
ン
ジ
を
す
る
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
主

戦
場
は
５
年
先
と
な
り
ま
す
。
た
だ
客
先
と

ビ
ジ
ネ
ス
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
仕
様
が

固
ま
っ
て
か
ら
見
積
書
を
依
頼
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
は
遅
い
。
開
発
段
階
で
依
頼
書
を
も

ら
っ
て
く
る
よ
う
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

そ
う
考
え
た
と
き
、
中
期
経
営
計
画
に
つ
い

て
も
、
外
部
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
こ
ま

め
に
修
正
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

変
化
に
機
敏
に
対
応
し
、
や
る
べ
き
こ
と
を

見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　
一
方
で
、
５
年
後
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え

る
と
き
、
さ
ら
に
先
の
未
来
か
ら
自
社
を
振

り
返
る
視
点
も
重
要
で
す
。
そ
こ
で
当
社
で

は
、「
ビ
ヨ
ン
ド
中
期
経
営
計
画
」
と
い
う

形
で
10
年
、
15
年
後
の
自
社
の
未
来
像
に
つ

い
て
も
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

─
─
経
営
上
、
ど
の
よ
う
な
指
標
を
重
視

し
て
い
ま
す
か
。

安
形
　
業
績
や
財
務
に
関
し
て
は
、
営
業
利

（あがた・てつお）

株式会社ジェイテクト
取締役社長

安形哲夫

1953年生まれ。1976年に一橋大学を卒
業後、トヨタ自動車工業株式会社（現・トヨ
タ自動車株式会社）入社。同社専務取締
役などを経て、2011年株式会社豊田自動
織機取締役副社長に就任。2013年より現
職。趣味は、城跡めぐりなど。

ジェイテクト
常
に
５
年
先
を
見
据
え
て

今
す
べ
き
こ
と
を
考
え
る

自
動
運
転
へ
の
対
応
や

工
場
の
生
産
性
改
革
も
推
進

ジェイテクトは1988年、世界で初め
て電動パワーステアリングの開発、量
産に成功。そのシェアは、今も世界一
だ。現在は、自動運転に対応するステ
アリングの開発にも力を注ぐ。

工作機械の製造を手がけるジェイテクトでは、生産ライン制御シス
テムも開発。自社工場のスマートファクトリー化を進め、そこで
培ったノウハウを他社にも提供していく計画だ。
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